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第
二
十
七
回

カ
レ
ッ
ジ
川
柳
会
月
報
（
十
月
例
会
結
果
報
告
） 

日
時 

：
平
成
三
十
年
十
月
二
十
四
日
（
水
）
午
後
一
時
半
～
四
時 

場
所 
：
美
浜
公
民
館
・
第
一
会
議
室 

講
師 

：
佐
藤
公
江
（
千
葉
県
川
柳
作
家
連
盟
理
事
） 

出
席
者
：
（
順
不
同
・
敬
称
略
）
井
上
慧
姑
、
萱
野
澄
ゑ
、
谷
口
勝
、 

豊
田
桃
花
、
松
谷
の
ん
紀
、
両
角
節
児
、
山
岸
順
、 

山
口
の
ぼ
ん
、
黒
崎
与
三
坊 

 

課
題
「
モ
ラ
ル
」
互
選
句 

佐
藤
公
江 

講
評 

 

「
１
点
」 

ゴ
ミ
捨
て
る
な
日
本
語
読
め
ぬ
日
本
人 

 
 
 

桃 

花 

赤
信
号
誰
も
見
て
な
い
渡
っ
ち
ゃ
え 

 
 
 
 

澄 

ゑ 

生
き
生
き
と
モ
ラ
ル
と
矜
持
働
ら
か
ず 

 
 
 

の
ぼ
ん 

鍵
の
無
い
自
転
車
酔
っ
て
チ
ョ
ッ
ト
借
り 

 
 

与
三
坊 

交
差
点
順
番
待
て
ず
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン 

 
 
 
 

澄 
ゑ 

モ
ラ
ル
邪
魔
我
が
人
生
に
わ
ず
か
在
る 

 
 
 

の
ぼ
ん 

八
十
路
行
く
モ
ラ
ル
と
矜
持
生
か
し
つ
つ 

 
 

の
ぼ
ん 

意
味
聞
か
れ
無
い
人
教
え
納
得
す 

 
 
 
 
 

の
ん
紀 

分
か
り
に
く
い
ド
ラ
マ
と
境
コ
マ
ー
シ
ャ
ル 

 

澄 

ゑ 

お
姉
さ
ん
乗
る
と
降
り
る
で
違
う
人 

 
 
 
 

慧 

姑 

 

「
２
点
」 

我
が
モ
ラ
ル
時
代
遅
れ
と
妻
が
云
う 

 
 
 
 

勝 

風
吹
け
ば
モ
ラ
ル
飛
ん
で
く
都
市
砂
漠 

 
 
 

順 

「
３
点
」 

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
利
益
優
先
モ
ラ
ル
無
視 

 
 
 

勝 

お
手
軽
に
タ
ク
シ
ー
が
わ
り
救
急
車 

 
 
 
 

澄 

ゑ 

確
認
も
せ
ず
に
批
判
を
す
ぐ
ネ
ッ
ト 

 
 
 
 

慧 

姑 

「
４
点
」 

非
常
識
通
し
て
し
ま
う
お
国
柄 

 
 
 
 
 
 

の
ん
紀 

 
 

添
削
句 

非
常
識
通
り
常
識
通
ら
な
い 

電
車
乗
る
其
処
は
わ
た
し
の
化
粧
部
屋 

 
 
 

桃 

花 

「
５
点
」 

門
前
で
男
女
差
別
の
医
の
倫
理 

 
 
 
 
 
 

順 

記
憶
な
し
言
い
張
る
議
会
ボ
ケ
だ
ら
け 

 
 
 

桃 

花 

「
６
点
」 

高
山
の
花
持
ち
帰
り
枯
ら
す
人 

 
 
 
 
 
 

の
ん
紀 

「
７
点
」 

厳
し
さ
も
今
は
パ
ワ
ハ
ラ
名
コ
ー
チ 

 
 
 
 

勝 
 

「
講
師
の
句
」 

落
書
き
の
中
に
も
ひ
と
つ
あ
る
叫
び 

 
 
 
 

公 

江 

勝
つ
こ
と
が
先
き
で
正
義
が
忘
れ
ら
れ 

 
 
 

公 

江 
ぼ
や
き
つ
つ
嘘
は
書
け
な
い
申
告
書 

 
 
 
 

公 

江 
人
の
子
も
叱
る
モ
ラ
ル
を
持
っ
て
い
る 

 
 
 

公 

江 
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自
由
吟 

 
 

佐
藤 

公
江 

選 

 

「
秀
」 公

害
と
疎
外
さ
れ
て
る
愛
煙
家 

 
 
 
 
 
 

与
三
坊 

 
 

顔
形
男
と
女
同
じ
よ
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

節 

児 
 

 
 
 
 

添
削
句 

男
と
女
す
が
た
形
じ
ゃ
わ
か
ら
な
い 

 

砂
防
ダ
ム
干
支
の
イ
ノ
シ
シ
仮
住
ま
い 

 
 
 

順 

 
 

効
く
薬
す
ぐ
に
出
て
く
る
副
作
用 

 
 
 
 
 

与
三
坊 

 
 

年
金
の
う
ま
く
振
り
分
け
稽
古
代 

 
 
 
 
 

の
ん
紀 

 

 
 

争
っ
た
は
て
に
夕
餉
の
母
娘 

 
 
 
 
 
 
 

桃 

花 
 

家
計
簿
が
違
っ
て
止
ま
る
領
収
書 
 
 
 
 
 

慧 

姑 
 
 
 
 

夫
逝
き
ペ
ッ
ト
も
逝
っ
て
次
わ
た
し 

 
 
 
 

桃 

花 

 

「
客
」 連

れ
合
い
と
今
日
も
元
気
で
口
喧
嘩 

 
 
 
 

勝 

ゴ
マ
を
す
り
忖
度
し
て
も
出
世
せ
ず 

 
 
 
 

勝 

息
子
の
死
俺
の
生
き
が
い
は
ぎ
取
ら
れ 

 
 
 

の
ぼ
ん 

閣
僚
の
在
庫
一
掃
店
仕
舞
い 

 
 
 
 
 
 
 

勝 

能
謡
い
は
じ
め
て
ま
た
も
変
声
期 

 
 
 
 
 

与
三
坊 

  

  

「
人
」 食

べ
る
た
め
入
歯
つ
く
る
も
か
み
合
わ
ず 

 
 

澄 

ゑ 

 

「
地
」 

 
 

乙
女
に
は
下
駄
を
履
か
せ
ぬ
医
の
倫
理 

 
 
 

順 

 

「
天
」 

 

酒
瓶
も
蚊
も
寄
っ
て
く
る
村
芝
居 

 
 
 
 
 

与
三
坊 

 
 
 

 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

お
知
ら
せ 

 

次
回
十
一
月
例
会
予
定 

日
時
：
十
一
月
二
十
八
日
（
水
）
午
後
二
時
～
五
時 

場
所
：
美
浜
公
民
館
・
第
一
会
議
室 

 

①
課
題
「
切
り
口
」
三
句 

 

（
互
選
） 

※
十
一
月
二
十
四
日
ま
で
に
事
務
局
あ
て
投
句
を
。 

②
「
自
由
吟
」 

 

二
句
以
上 

（
佐
藤
公
江
選
） 

※
例
会
当
日
に
投
句
願
い
ま
す
。 

◆
例
会
後
、
ど
こ
よ
り
も
早
い
『
忘
年
会
』
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！ 


